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就
将
小
学
校
で
は
、
Ｕ
Ｄ
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
）
と
「
認
知
症
に
つ
い
て
」
の
出

前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
講
義
を
聞
い
て
、

Ｕ
Ｄ
製
品
や
車
い
す
を
実
際
に
使
う
な
ど
の

体
験
を
通
し
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
認
知
症
の
方
を
は
じ
め
、
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
と
き
に
、
自
分
は
何
が
で
き
る
か
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。「
相
手

の
顔
を
見
て
、『
お
手
伝
い
が
出
来
て
よ
か
っ

た
で
す
』
と
手
伝
え
た
お
礼
を
言
う
」
な
ど

の
意
見
が
児
童
か
ら
出
て
、
講
師
の
先
生
か

ら
、「
素
晴
ら
し
い
お
話
し
が
聞
け
て
、
涙
が

出
る
ほ
ど
感
動
し
ま
し
た
」
と
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
校
の
福
祉
教
育
の
ね
ら
い
は
、
豊
か
な

人
間
形
成
で
す
。
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と

の
意
義
は
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
制
約
が
あ
る
中
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
体

験
や
、
人
と
の
交
流
の
場
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
に
福
祉
の
心
が
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

５
年
生
の
総
合
的
な
学
習

「
広
げ
よ
う
福
祉
の
心
」

福
祉
教
育

就

将

小
学
校
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車いすを使用しての段差体験 テーマについてみんなで話し合い UD（ユニバーサルデザイン）ホッチキス体験



の
紹
介
等
と
共
に
「
地
域
ケ
ア
会
議
新
聞
」

と
し
て
全
戸
配
布
し
、
地
域
全
体
の
支
え
あ

い
の
気
持
ち
の
醸
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
近
所
同
士
で
「
顔
を
見
か
け

な
い
」
と
の
心
配
の
声
が
あ
る
と
、
皆
で
連

絡
を
取
り
合
っ
て
安
否
確
認
を
行
う
等
、
ケ

ア
会
議
の
回
数
を
重
ね
る
毎
に
、
地
域
住
民

同
士
の
"
横
の
つ
な
が
り
"
が
強
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
ケ
ア
会
議
を
き
っ
か
け
に
和
田

地
区
の
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
う
と
共
に
、
誰

も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
和
田
地
区

を
目
指
し
て
、"
横
の
つ
な
が
り
"
を
強
み
に

今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
次
回
は
義
方
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。】

和
田
地
区
で
は
平
成
27
年
9
月
か
ら
「
地

域
ケ
ア
会
議
」
を
始
め
、
6
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。「
地
域
ケ
ア
会
議
」
は
、
誰
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

地
域
住
民
と
専
門
職
が
連
携
し
、
地
域
で
い

か
に
支
え
あ
う
か
を
話
し
合
う
会
議
で
、
隔

月
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
自
治
連
合
会
、
民

生
児
童
委
員
協
議
会
、
弓
浜
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
三
者
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、

現
在
は
地
区
社
協
、在
宅
福
祉
員
、消
防
団
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
駐
在
所
、
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
な
ど
様
々
な
分
野
か
ら
メ
ン
バ
ー
も

増
え
、
よ
り
地
域
で
の
連
携
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。研

修
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
他
、「
支
え
愛

マッ
プ
」
を
作
成
し
、
独
居
や
高
齢
者
世
帯
、

障
が
い
の
あ
る
方
等
を
中
心
に
、
年
齢
に
関

わ
ら
ず
支
援
の
必
要
な
方
に
つ
い
て
情
報
共

有
し
て
い
ま
す
。
地
図
を
見
な
が
ら
話
を
す

る
こ
と
で
地
域
で
の
生
活
の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
、
可
視
化
で
き
る
為
、
情
報
共
有
の
有

効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

ケ
ア
会
議
で
出
た
地
域
課
題
は
、
相
談
窓
口
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“
横
の
つ
な
が
り
”を
強
み
に

地
域
ケ
ア
会
議

地
区
社
協
の
活
動
紹
介
15
〈
和
田
地
区
〉



ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
に
取
り

組
み
や
す
く
な
る
よ
う
、
令
和
3
年
度
よ
り

サ
ロ
ン
登
録
基
準
を
変
更
し
ま
し
た
。
主
な

変
更
点
は
、
1
回
あ
た
り
の
平
均
参
加
者
数

を
15
名
↓
10
名
に
緩
和
し
た
こ
と
、
高
齢
者

に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に

し
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
活
動
し
て
み
よ
う
！

と
思
っ
た
時
に
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
よ
う
、
年

度
途
中
で
も
登
録
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

サ
ロ
ン
活
動
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
認

知
症
予
防
、
介
護
予
防
等
の
効
果
が
あ
り
ま

す
。
地
域
で
気
軽
に
集
ま
る
場
と
し
て
サ
ロ

ン
活
動
に
取
組
み
ま
せ
ん
か
？

マ
ス
ク
の
着
用
、
消
毒
、
3
密
を
避
け
る

等
、
接
触
を
避
け
た
内
容
で
開
催
す
る
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
各
サ
ロ
ン
が
工
夫
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
た
い
、
近
く
の
サ
ロ
ン

に
参
加
し
た
い
等
、
サ
ロ
ン
に
関
す
る
お
問
合

せ
は
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
☎
２
３
︱
5
4
7
3

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

1
9
5
0
年
の
創
立
以
来
、組
合
員
の"
く

ら
し
の
願
い
”
に
基
づ
く
活
動
を
展
開
さ
れ
、

現
在
で
は
鳥
取
県
内
で
6
万
世
帯
を
超
え
る

組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
く
ら
し
の

願
い
に
応
え
続
け
る
た
め
に
、
2
0
1
8
年

に
『
福
祉
政
策
2
0
1
8
（
み
ん
な
が
幸
せ

に
く
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
）」
を
策
定
し
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
、
福
祉
政
策
推
進
室
を
設

置
し
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
織
運
営
本
部
福
祉
政
策
推
進
室

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
　
岡
田
安
弘
さ
ん

本
会
の
「
米
子
市
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
事

業
」
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
急
な
食
材
の

提
供
依
頼
に
も
快
く
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、

多
く
の
世
帯
の
命
を
つ
な
ぎ
、
自
立
に
向
け

た
支
援
に
ご
協
力
頂
い
て
い
ま
す
。

「
鳥
取
県
生
活
協
同
組
合
の
考
え
る
「
福

祉
」
と
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も

と
い
っ
た
社
会
的
弱
者
や
個
別
の
課
題
に
限

定
す
る
も
の
で
は
な
く
、一人
ひ
と
り
が
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
自
分
ら
し

さ
を
発
揮
し
、
お
互
い
を
認
め
、
寄
り
添
い
、

助
け
合
い
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
く
ら
し
を
共
に

創
造
し
、『
み
ん
な
が
幸
せ
に
く
ら
せ
る
社
会
』

を
つ
く
る
こ
と
」
と
岡
田
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

地
域
の
方
々
や
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
と
連

携
し
て
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
、
情
報
共
有
し
な

が
ら
支
援
を
届
け
て
い
き
た
い
。」
と
食
の
支

援
の
み
な
ら
ず
、
暮
ら
し
の
支
援
に
も
熱
い

思
い
を
語
る
岡
田
さ
ん
。

地
域
で
暮
ら
す
、
そ
し
て
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
を
支
え
る
た
め
に
、「
人
々
が
つ

な
が
り
あ
う
包
摂
社
会
」
を
目
指
し
て
鳥
取

県
生
活
協
同
組
合
の
活
動
は
続
き
ま
す
。

サ
ロ
ン
に
参
加
さ
れ
る
方
、

在
宅
福
祉
員
に
よ
る
見
守
り
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
お
願
い

マ
ス
ク
の
着
用
等
、
感
染
症
防
止
の

対
応
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
元

気
に
気
持
ち
よ
く

活
動
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
皆
さ
ん

で
気
を
付
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

サ
ロ
ン
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

米
子
市
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

米
子
市
フ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

食
品
提
供
協
力
者
の
ご
紹
介

食
品
提
供
協
力
者
の
ご
紹
介

鳥
取
県
生
活
協
同
組
合

笑顔で語る岡田さん
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歳末たすけあい募金
ご協力ありがとうございました。
　昨年12月より、共同募金運動の一環として「つながり
　ささえあう　みんなの地域づくり」をスローガンに、新
たな年を迎える時期に支援を必要とする人たちが地域
で安心して暮らすことができるよう、歳末たすけあい募
金運動を実施しましたところ、2,945,523円の募金が集
まりましたのでご報告いたします。
　皆様からの募金は、一人暮らしの高齢の方が、明るい
歳末を過ごせるように、歳末見守り援助活動の事業費と
して地区社会福祉協議会に助成し、また県全体で災害
等準備金として積立ました。ご協力ありがとうございま
した。

※災害等準備金とは、災害
時の災害ボランティア
センター運営などに役
立たれます。

　昨年度、市民の皆様のご理解とご協力をいただき、
20,697,291円の募金が集まりましたのでご報告いた
します。
　この運動は、さまざまな地域の課題解決に取り組む民
間団体を支援する「じぶんの町を良くするしくみ。」とし
て地域のさまざまな福祉活動を支援しています。
　皆様からの募金は、令和３年度に県全体での広域配分
事業や米子市の地域福祉活動（高齢者、児童・青少年の
福祉分野等）の推進に役立てられます。ご協力ありがと
うございました。

福祉教育育成事業・いきいきサロン事業・在宅福祉員活
動支援事業・民間社会福祉施設助成など６事業　
市全体の取組みとして・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,378,291円

敬老の日お祝い事業・いきいきサロン事業・子育て支援
事業など5１事業
各地区の取組みとして・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,944,000円

民間社会福祉施設助成として・・・・・・・・・・・・・・・・166,000円

赤い羽根共同募金
ご協力ありがとうございました。

地域福祉活動とは・・・

　令和3年度より米寿お祝い事業を廃止することになりま
した。廃止するに至った背景には、社会状況や経済状況の
変化、少子高齢化の進展や福祉課題が多様化している地
域の現状があります。必要な重点施策を限られた財源の中
で実施していくために、既存事業の見直しなどを行い、廃止
することを決定しました。今後は福祉課題の解決に向けた
事業に財源を活用いたしますので、ご理解のほどよろしく
お願いいたします。

米寿お祝い事業の廃止について

米子ファミリー・サポート・センター
■援助会員養成講習会のお知らせ■

お問い合わせ・お申込み
米子ファミリー・サポート・センター
（ふれあいの里2階）
 ☎0859-32-0016  fax0859-32-0026

　主に自宅で子どもを預かることのできる「援助会員」を広く募集しています。市内に在住のかたであれば、
特に年齢・性別・資格は問いません。子どもが好きで、子育ての応援がしたい！と思っているかた。
　“地域で見守る子育て支援の輪”に参加しませんか？

日  時 ５月31日(月)・6月1日(火)
午前10時～午後3時30分までの予定。

託  児 あり

受講料・託児料 無料 申込み〆切 5月２６日(水)

内  容「事業説明」「心と体の発達とその問題」「救急講習」など
＊２日間とも受講されなければ会員登録となりません。

場  所 米子市公会堂 集会室6、7
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香
典
返
し
・
玉
串
料
返
し
寄
付
（
敬
称
略
）

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

啓

成

錦

町
扇
谷
　
伸
江

五
万
円

御
主
人

正
徳
様

博

労

町
山
本
　
勇
治

金
一
封

御
義
母
谷
川
喜
世
子
様

錦

町
野
村
　
達
巳

金
一
封

御
母
堂

純
子
様

錦

町
野
村
　
達
巳

金
一
封

御
尊
父

太
力
雄
様

錦

町
板
見
　 

美
奈
子

金
一
封

御
尊
父

上
原 

清
様

明

道

紺

屋

町
田
中
　
美
子

金
一
封

御
主
人

正
夫
様

就

将

祇

園

町
門
脇
　
　
泰

金
一
封

御
母
堂

静
子
様

錦

海

町
宇
田
　
東
司

三
万
円

御
尊
父

尚
弘
様

祇

園

町
糸
原
　
　
誠

金
一
封

御
内
室

紀
美
子
様

義

方

旗

ヶ

崎
鍵
谷
　
秀
夫

金
一
封

御
義
母

足
羽
律
子
様

灘

町
三
浦
　
　
浩

金
一
封

御
尊
父

喜
久
様

三

本

松
景
山
　
俊
邦

金
一
封

御
尊
父

亀
代
司
様

角

盤

町
細
田
　
博
幸

金
一
封

御
母
堂

千
惠
子
様

三

本

松
吉
田
　
　
肇

金
一
封

御
尊
父

吉
博
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

三

本

松
眞
壁
　
康
夫

五
万
円

御
尊
父

誠
一
様

三

本

松
眞
壁
　
康
夫

五
万
円

御
母
堂

万
壽
子
様

立

町
武
本
　
　
悟

金
一
封

御
尊
父

光
弘
様

立

町
若
林
　
直
美

金
一
封

御
尊
父

善
秋
様

立

町
若
林
　
直
美

金
一
封

御
令
兄

剛
様

米

原
野
津
　
　
等

三
万
円

御
尊
父

茂
様

立

町
林
　
　
俊
治

金
一
封

御
尊
父

政
治
様

三

本

松
近
藤
　
洋
文

五
万
円

御
尊
父

泰
造
様

住

吉

旗

ヶ

崎
井
田
　
　
亨

金
一
封

御
尊
父

訓
様

安

倍
柱
本
　
千
晴

金
一
封

御
主
人

貞
徳
様

旗

ヶ

崎
永
塚
　
　
優

三
万
円

御
母
堂

玉
子
様

上

後

藤
岩
本
　
明
人

金
一
封

御
母
堂

ま
き
子
様

旗

ヶ

崎
田
中
　
晴
美

金
一
封

御
主
人

顯
美
様

安

倍
安
達
　
功
子

金
一
封

御
主
人

肇
様

安

倍
岩
崎
　
幸
代

金
一
封

御
主
人

邦
広
様

車

尾

車

尾
廣
田
　
暁
照

金
一
封

御
尊
父

武
俊
様

車

尾
野
々
内
　
和
子

金
一
封

御
主
人

繁
男
様

中

島
糸
賀
　
典
子

金
一
封

御
尊
父

後
藤
保
夫
様

中

島
大
江
　
淳
史

金
一
封

御
尊
父

裕
様

観
音
寺
新
町
内
藤
　
和
義

金
一
封

御
内
室

千
鶴
子
様

観
音
寺
新
町
山
根
　
　
弘

金
一
封

御
尊
父

財
栄
様

加

茂

両

三

柳
河
﨑
　
禎
之

金
一
封

御
尊
父

睦
男
様

両

三

柳
川
端
　
瑞
枝

金
一
封

御
子
息

宏
様

両

三

柳
渡
邊
　
進
一

一
万
円

御
母
堂

貟
江
様

両

三

柳
西
村
　
裕
治

金
一
封

御
母
堂

照
子
様

両

三

柳
江
原
　
秀
文

金
一
封

御
母
堂

満
子
様

両

三

柳
田
﨑
　
矩
光

金
一
封

御
義
母

峰
子
様

両

三

柳
永
山
　
　
剛

金
一
封

御
祖
母

ミ
ネ
子
様

両

三

柳
岡
本
　
由
美
子

金
一
封

御
主
人

寛
己
様

河

崎

河

崎
小
原
　
勝
代

金
一
封

御
主
人

嘉
文
様

河

崎
安
藤
　
修
二

金
一
封

御
母
堂

郁
子
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

松
江
市
東
本
町

米
原
　
洋
子

金
一
封

御
母
堂
岩
敷
喜
美
枝
様

両

三

柳
市
川
　
博
志

金
一
封

御
母
堂

菊
枝
様

両

三

柳
松
岡
　
風
香

金
一
封

御
母
堂

加
奈
子
様

福
生
東

皆

生
八
尾
　
　
敏

金
一
封

御
母
堂

春
子
様

福
生
西

皆
生
温
泉
関
　
礼
子

金
一
封

御
主
人

駿
雄
様

皆
生
温
泉
岡
田
　
匡
介

金
一
封

御
尊
父

茂
美
様

福
米
東

東

福

原
永
見
　
　
收

金
一
封

御
母
堂

サ
ツ
ヱ
様

西

福

原
森
畑
　
　
宰

一
万
円

御
令
弟

正
史
様

東

福

原
富
長
　
将
人

金
一
封

御
母
堂

み
さ
よ
様

東

福

原
増
田
　
　
秀

金
一
封

御
尊
父

寿
雄
様

東

福

原
森
木
　
厚
美

金
一
封

御
主
人

龍
彦
様

福
米
西

西

福

原
大
太
　
正
基

金
一
封

御
尊
父

年
広
様

西

福

原
野
々
村
　
幸
顕

金
一
封

御
尊
父

照
夫
様

彦

名

彦
名
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

四
万
円

崎

津

大

崎
矢
倉
　
由
記
夫

一
万
円

御
内
室

知
子
様

葭

津
長
谷
川
　
俊
一

金
一
封

御
尊
父

賢
様

葭

津
渡
部
　
達
也

金
一
封

御
尊
父

洋
司
様

大
篠
津

大
篠
津
町
永
井
　
孝
治

金
一
封

御
尊
父

稔
様

大
篠
津
町
本
池
　
き
よ
美

金
一
封

御
母
堂

久
枝
様

大
篠
津
町
安
田
　
一
明

金
一
封

御
母
堂

光
枝
様

和

田

和

田

町
吉
田
　
敦
史

金
一
封

御
尊
父

正
榮
様

和

田

町
安
達
　
　
優

金
一
封

御
尊
父

裕
様

和

田

町
⻆  

　
博
明

金
一
封

御
母
堂

寿
賀
枝
様

住
所

氏
　
名

金
額

和
田
町

合
同
印
刷
株
式
会
社

一
万
六
千
四
百
二
十
二
円

日
ノ
出
町

真
如
苑

二
十
万
円

皆
生
新
田

福
生
東
山
想
会

九
千
八
百
九
十
三
円

一
般
寄
付
（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
令
和
2
年
12
月
1
日
～

令
和
3
年
2
月
28
日
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住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

和

田

町
池
渕
　
博
文

一
万
円

御
尊
父

徹
也
様

和

田

町
山
下
　
清
恵

金
一
封

御
主
人

義
文
様

和

田

町
西
村
　
弘
樹

金
一
封

御
尊
父

矢
倉 

毅
様

和

田

町
井
田
　
利
昭

金
一
封

御
内
室

和
子
様

和

田

町
吉
岡
　
美
津
男

金
一
封

御
尊
父

義
弘
様

和

田

町
西
村
　
弘
樹

金
一
封

御
内
室

誇
吏
子
様

富

益

富

益

町
佐
々
木
　
美
知
子

金
一
封

御
主
人

進
様

富

益

町
瀬
島
　
慎
子

金
一
封

御
主
人

實
様

夜

見

夜

見

町
矢
倉
　
敏
文

金
一
封

御
母
堂

陽
子
様

夜

見

町
岩
田
　
文
明

金
一
封

御
母
堂

越
子
様

成

実

石

井
斉
木
　
聖

二
万
円

御
尊
父

勉
様

石

井
斎
木
　
達
也

金
一
封

御
母
堂

幸
子
様

美

吉
小
坂
　
博
美

金
一
封

御
母
堂

美
喜
恵
様

美

吉
岩
上
　
浩
之

二
万
円

御
尊
父

操
様

美

吉
安
部
　
令
子

金
一
封

御
母
堂

た
か
子
様

尚

徳

榎

原
長
谷
川
　
純
一

金
一
封

御
母
堂

文
子
様

青

木
長
谷
川
　
智
久

金
一
封

御
尊
父

市
二
様

青

木
田
中
　
紀
夫

金
一
封

御
尊
父

照
様

永

江

永

江
泉
川
　
千
都
子

金
一
封

御
尊
父

茂
雄
様

五
千
石

兼

久
森
重
　
俊
也

金
一
封

御
尊
父

弘
之
様

福

市
田
辺
　
　
謙

金
一
封

御
尊
父

肇
様

諏

訪
生
田
　
仁
史

金
一
封

御
尊
父

武
様

諏

訪
谷
本
　
賢
司

金
一
封

御
尊
父

正
德
様

福

市
伊
塚
　
直
樹

金
一
封

御
尊
父

勇
造
様

巌

吉

岡
石
原
　
陽
子

二
万
円

御
主
人

勝
巳
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

広
島
市
佐
伯
区

岡
田
　
眞
知
子

五
万
円

御
母
堂
津
谷
キ
ミ
様

蚊

屋
真
尾
　
忠
治

金
一
封

御
母
堂

智
恵
子
様

蚊

屋
嶋
原
　
哲
郎

金
一
封

御
尊
父

雅
郎
様

蚊

屋
瀬
尾
　
修
一

金
一
封

御
母
堂

光
佐
子
様

熊

党
繪
原
　
香
織

一
万
円

御
義
母

愛
子
様

春

日

下

新

印
加
藤
　
　
豊

金
一
封

御
内
室

茂
子
様

東

八

幡
植
田
　
睦
彦

金
一
封

御
母
堂

冨
貴
子
様

一

部
長
尾
　
信
弘

金
一
封

御
母
堂

昭
子
様

大

高

下

郷
関
森
　
由
記
博

金
一
封

御
母
堂

敬
子
様

尾

高
山
中
　
昭
雄

金
一
封

御
義
母
野
口
久
美
子
様

尾

高
山
﨑
　
　
敏

金
一
封

御
叔
母

正
子
様

尾

高
田
中
　
碩
良

金
一
封

御
内
室

厚
子
様

尾

高
月
坂
　
紘
逸

金
一
封

御
母
堂

喬
子
様

尾

高
小
松
原
　
一
成

金
一
封

御
尊
父

康
規
様

県

福

万
白
川
　
弘
子

金
一
封

御
主
人

利
男
様

日

下
松
岡
　
紀
明

金
一
封

御
祖
母

英
子
様

河

岡
小
木
　
　
隆

金
一
封

御
母
堂

紀
子
様

淀

江

淀
江
町
西
尾
原

泉
　
　
浩
文

金
一
封

御
尊
父

典
成
様

淀
江
町
淀
江
湯
浅
　
久
栄

金
一
封

御
主
人

剛
吉
様

淀
江
町
佐
陀
生
本
　
　
浩

金
一
封

御
尊
父

正
春
様

淀
江
町
西
原
田
口
　
立
身

金
一
封

御
母
堂

靜
枝
様

淀
江
町
淀
江
竹
内
　
陽
子

金
一
封

御
母
堂
平
田
延
子
様

淀
江
町
淀
江
前
田
　
　
博

金
一
封

御
母
堂

京
子
様

淀
江
町
小
波
渡
邉
　
典
江

金
一
封

御
主
人

寛
様

淀
江
町
小
波
森
岡
　
宏
司

金
一
封

御
尊
父

寛
行
様

淀
江
町
西
原
大
坪
　
琢
也

金
一
封

御
母
堂

秋
子
様

淀
江
町
富
繁
山
根
　
英
晴

金
一
封

御
祖
母

次
子
様

淀
江
町
淀
江
太
田
　
伸
樹

金
一
封

御
尊
父

弘
史
様

淀
江
町
西
原
村
口
　
　
寛

金
一
封

御
尊
父

利
雄
様

淀
江
町
今
津
坂
田
　
文
隆

金
一
封

御
義
母
古
元
敏
子
様

淀
江
町
佐
陀
山
田
　
晴
美

二
万
円

御
尊
父

哲
夫
様

○
寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、寄
付
者
ご
本
人
の
意
志

に
よ
る
も
の
で
す
。

○
本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、所
得
税
、市・県
民
税
の

寄
付
金
控
除・税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

Special Thanks
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

12
月
16
日
に「
宗
教
法
人 

真

如
苑
」様
よ
り
二
〇
〇
、〇
〇
〇

円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ご

寄
付
は
市
民
の
み
な
さ
ま
の

た
め
社
会
福
祉
活
動
の
推
進
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
２
月
か
ら
令
和
３

年
１
月
分
の
自
動
販
売
機
売
上
の

一
部
と
し
て「
合
同
印
刷
株
式
会

社
」様
よ
り一六
、四
二
二
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
寄
付
は「
米
子
市
内
の
小
中

学
校
へ
本
を
贈
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」活
動
資
金
と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宗
教
法
人
真
如
苑
様
よ
り
、豆

菓
子
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

と
っ
と
り
子
ど
も
の
居
場
所

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク“
え
ん
た
く
”を
通

じ
て
、米
子
市
内
の
子
ど
も
食
堂

に
お
配
り
し
、子
ど
も
達
を
笑
顔

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！！

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

淀
江
町
西
原
橋
本
　
直
也

金
一
封

御
母
堂

秀
子
様
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皆様のご意見・ご感想を
お聞かせください。 0859‐23‐54950859‐23‐5490

furesato@chukai.ne.jp はじめ
ました

株式会社山陰ビデオシステム
米子市新開２丁目1-7

賛助会員ご紹介

よ
な
ご
社
協
だ
よ
り

1
6
2
令
和
3
年
4
月
1
日
発
行

発
行
／
米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
　〒
6
8
3‐0
8
1
1 

米
子
市
錦
町
1
丁
目
1
3
9‐3「
ふ
れ
あ
い
の
里
」内
　Tel
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
0
　Fax
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
5

印
刷
／
合
同
印
刷
株
式
会
社 

米
子
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株式会社今井書店グループ
株式会社インテリアセオ
株式会社エースプラン
特定非営利活動法人

　ever green
株式会社M.Aサービス
王子製紙株式会社米子工場
かつらぎ中ノ海支部
金田工務店
株式会社ケー・オウ・エイ
合同印刷株式会社
独立行政法人国立病院機構

　米子医療センター
株式会社米吾
株式会社サテライトコミュニ

　ケーションズネットワーク
山陰合同銀行米子支店
山陰酸素工業株式会社
山陰総合リース株式会社
株式会社Sun-in Social 

　Communication

株式会社山陰ビデオシステム
特定非営利活動法人

　山陰福祉の会
山陰信販株式会社
三徳興産
株式会社さんびる
株式会社シモモト
就将子どもネット
社会福祉法人尚徳福祉会
医療法人真誠会
社会福祉法人真誠会
有限会社砂原建築企画
生活支援ボランティア豊田
有限会社青光社
有限会社大成商事
大山ハム株式会社
ダイドーウエストベンディング株式会社
大陽日酸エネルギー株式会社

　山陰支店
谷本こどもクリニック
株式会社特研工業

鳥取県清音会 
鳥取大学医学部附属病院
鳥取盲ろう者友の会
株式会社ナガトウ建設
西日本自動車共済協同組合

　鳥取支部山本代理店
NPO法人 日本野鳥の会

　鳥取県支部
ネッツトヨタ鳥取株式会社
野坂医院 
株式会社博報社
株式会社ピアベール
ビーハート株式会社

　中海営業所
株式会社フィディア
舩原設備工業
北条レンタカー米子営業所 
細田内科医院
有限会社松本組
マリ医院
有限会社みどり建設

美保テクノス株式会社
一般社団法人未来へ
株式会社モチダ
株式会社やまさき
医療法人養和会
一般財団法人米子市文化財団
米子信用金庫
米子病院
米子野鳥保護の会
有限会社ランドワーク
株式会社YNT
YMCA米子医療福祉専門学校

（順不同 敬称略）

山陰ビデオシステムは、1980 年の設立以来、映
像を通じて地域に貢献すべく、スタッフ一同励んで
まいりました。40 年の間、地域の皆様のお力添え
を賜り、企業や官公庁の CM・動画制作、ケーブル
テレビ・民放テレビ局の番組制作など様々な映像作
品を制作させて頂くことができました。現在、日野
町のコミュニティチャンネル「チャンネルひの」では、
聴覚障がいをお持ちの方にもご覧頂けるよう文字放
送版の放送もしています。

また、「白砂青松アダプトプログラム事業」「中海
アダプトプログラム」などのボランティア清掃活動に
も積極的に参加しています。

昨年は新型コロナウイルス感染症の影響で大変な
一年になりました。そのような中イベントや講演の
WEB 配信等、新たな情報発信に取り組む皆様のお
役に立ちたいと考えております。今後も “ 山陰の光

を映す ” プロ集団として、皆様の喜びにあふれた地
域社会の発展のため感謝の心を持って貢献してまい
ります。

山陰地方の豊かな自然、町や人に
光をあてていきたい

新しい賛助会員（法人・団体）を紹介します

賛助会費は、社会福祉活動を行うための貴重な財源となっ
ております。米子市社会福祉協議会の地域福祉活動を財
源面から支援、協力して下さる方を募集しております。

●クロスロード株式会社 （敬称略）

令和2年４月１日～
令和3年2月28日 現在


